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平成31年1月15日開催

1日議会塾1日議会塾三国高校
　市議会では「高校生１日議会塾」と題し、前号で紹介した丸岡高校を合わせ、市内３高校の生徒と
意見交換会を開催しました。
　三国高校では、２年生が各テーマに分かれ、事前に総合の授業で研究した研究成果を発表し、発
表内容をもとに議員との意見交換を行いました。

人口減少、まちづくり

・空き家をレンタルスペースとして開放し、食
やワークショップ、イベントブースとして貸
し出す。

・若者が集まる店を増やす。
・さまざまな婚活パーティーを実施する。（花
見、バーベキュー、釣り、保育、食べ歩き、
イルミネーション、サンセットビーチなどを
利用する）

・町並みに統一感を出す条例を作っては。

女性活躍

・産婦人科を確保するといい。
・出産を経ても変わらない仕事の環境を作って
ほしい。

・家事＝女性ではなく、男女の役割を家族で決
める。

・特に男性は日曜などの休日に育児をしてほし
い。

・イクボスセミナーを高校生、大学生を対象に
実施し、啓発活動をする。

観光、交通

・ＪＲ乗車券に、お土産券がパッケージされた
プレミアム乗車券を販売する。

・三国祭りの山車を伝統スタイルと現代スタイ
ルに二分する。

・土日の移動や必要な時間帯に通学する交通機
関がほしい。

・インスタ映えするスポットを作ってほしい。
・観光客を増やすため、アイドルや有名人のイベ
ント、ビーチでの通年イベントを開催する。

高校生

商工業、エネルギー

・伝統工芸品と観光産業をつなげるため、体験
プログラムを増やしたり、商品開発を進める。

・坂井市の食べ物を生かした新商品の開発を進
め、売り方の工夫をする。

・地球にやさしい再生可能エネルギーをつくる。
・海の波力、温度差、引き潮を利用した発電を
進める。

高校生

農林水産業

・カニやエビの他に、もっと扱う魚種を増やし、
その付加価値を高める。

・もっと海女漁の魅力をＰＲすべきである。
・三国の海のごみを減らす条例を作り、漁業者
の収入を増やす。

高校生

高校生

高校生

平成31年1月24日開催

1日議会塾1日議会塾坂井高校
　坂井高校では、２年生８コース（クラス）でさまざまなテーマの政策提案を行い、提案について議
員が質問する形で意見交換を行いました。
　３校での議会塾や高校生議会での意見・提案は、議員が市に政策の提案や質問を投げかけること
で市政に生かされています。

電気コース

ビジネス・生活デザインコース機械・自動車コース

情報システムコース農業・食品コース

・坂高マルシェで売っている商品をもっと
多くの人に買ってもらいたい。
・ゆりの里をもっと元気な公園にしてほし
い。
・交通機関（公共交通）を充実してほし
い。

高校生

・市内にショッピングモール、遊ぶところ
を増やしてほしい。
・観光名所、企業、食を全国に発信し、地
域を活性化する。
・坂井市のＰR動画をYouTubeにアップ
し、坂井市の情報を発信していく。

高校生

・知られていない観光地を知ってもらうた
めに、地図アプリを開発する。
・福井県の認知度を上げるためにも、名物
をコンビニに置いてもらう。
・人口減少を防ぐためにも、坂井市に魅力
的な企業・娯楽施設をつくる。

高校生

・坂井市全域のバスを水素などの環境にや
さしいバスにする。
・高齢者が移動するための手段を考える。
・空き家を利用しての子どもも大人も過ご
せる施設づくりをしては。

高校生

・東尋坊や丸岡城の近くにお土産ショップ
やレストランを建てる。
・丸岡城の近くに食べ歩きなどができるよ
うな屋台を置く。
・冬の時期に備えて消雪装置を多く設置す
る。

高校生

3 坂井高校議会塾

市議会だより市議会だより
坂井坂井

2三国高校議会塾



生徒たちの感想

・自分たちの意見と他のグループの意見を合わせるとより良くなると思った。
・適度な緊張感の中で自分の意見を発表する機会はあまりないのでいい経験になった。
・議員との質疑で具体性に欠けるところがあったと感じたので、また機会があればより具体的に言え
るようにしたい。
・他のグループから自分たちでは思いつかなかった考えもあり勉強になった。
・議会と聞いて堅い印象を受けていたが、発言しやすい雰囲気づくりをしてもらえたので話しやすか
った。

三 国 高 校
Ａグループ『沖縄から学ぶ！ 集客法』
・伝統工芸品の展覧会、体験イベントの実施
・高校生が積極的に地元イベントに参加
→伝統工芸品の知名度アップ、観光産業の活性化

Ｂグループ『　WOMAN　（きらきらウーマン）』
・男女混合名簿を学校に導入　
・イクボスチャレンジを市民にPR
→男女共同参画への意識醸成、女性活躍への機運向上

Ｃグループ『ごみのないきれいな海を保つには』
・参加意欲を高める清掃ボランティア活動を推進
・環境維持・意識向上のための条例作り
→清掃ボランティア参加者の増加、海の環境維持に対する意識の醸成

丸 岡 高 校
Ａグループ『坂井市知名度ＵＰプロジェクト』
・インフルエンサーからの情報発信　　　・市内の写真を募集してカレンダー制作
・特産物を販売するサイトの立ち上げ　　・市のPR動画を制作
→大ヒットすれば市の知名度がアップ

Ｂグループ『笑顔あふれるバスターミナル計画」
・丸岡バスターミナルにお座敷や共有スペースの設置　　・広場でのイベント開催
・タッチパネルの案内板やフリーＷ i -Ｆiを整備
→幅広い世代が利用できる、バスの待ち時間の活用

Ｃグループ『高齢者の交通について』
・地域で高齢者を送迎するボランティア団体を運営
・ボランティアへの特典としてポイントカード制度を導入
→高齢者への日常生活援助、高齢者の安否確認

※

※インフルエンサー…世間に与える影響力が大きい行動を行う人物のこと。

4坂井市高校生議会

坂 井 高 校
Ａグループ『ポイ捨て減らそっさ計画』
・捨てるとポイントがもらえるゴミ箱の設置
・市内の商店でポイントを利用
→自主的なゴミ拾いを推進、商店の利用者数・利益向上

Ｂグループ『高齢者の移動手段』
・ドライバー希望者を募り高齢者のための月額乗り放題タクシーを運営
・スケジュール機能も内包した配車アプリの配信
→危険な運転が減少、高齢者の移動手段を確保、ドライバー希望者の仕事が増加

Ｃグループ『Re. アニメで進める経済活動　～オタクと地域と住民と～』
・坂井市を舞台としたアニメの制作
・観光地でのコラボイベントの実施およびコラボグッズの制作
→坂井市の魅力発信、アニメファン誘致によるにぎわい創出

Ｄグループ『空きスペースを利用した地域活性プロジェクト ～福！カフェロード（仮）～』
・駅周辺の空き家を使ったカフェ、勉強スペースを備えた施設作り
・市が買い取った空き家を経営希望者へ貸し出し
→市外に行く人が減少、地域の結びつきを強化

　平成31年２月５日に坂井市高校生議会を開催しました。坂井市においては２回目の
開催となり、市内３校から三国高校10名、丸岡高校12名、坂井高校11名の計33名の
生徒が参加しました。生徒たちの発表は利点と課題が整理された具体案も多く、議会
として提案を受け止め、具現化に努めていきたいと思います。

～坂井市高校生議会とは～
　坂井市の将来を担う高校生たちが、市議会議場において市政に対する提案などを行うことにより、
市政や議会に関心を持ってもらい、まちづくりに参加する意欲を高めるとともに、地域への愛着や
誇りを醸成することや、坂井市に住み続けたいと思えるまちづくりに生かすことを目的としてい
ます。
　今回は高校生が自分たちで坂井市の課題・問題点を調査・分析し、それを踏まえた上で坂井市を
より良くするためのアイデアを発表しました。

5 坂井市高校生議会
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7 当初予算概要

市議会だより市議会だより
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当初予算概要 6

用語解説（歳入）

市民が「健康で心豊かに、笑顔で安心して暮らせるまち

令和元年度予算 一般会計令和元年度予算 一般会計令和元年度予算 一般会計歳入

■ 自主財源・・・
市税など、市が自前で集め、自由に使える財源

■ 依存財源・・・
国や県などから受ける財源

■ 分担金・・・
特定の事業に伴う受益者からの収入

■ 使用料及び手数料・・・
住民票の交付手数料や各公共施設の使用料など

■ 繰入金・・・
財政調整基金などから繰り入れられる財源

■ 地方交付税・・・
自治体間の財源格差調整のため、国から交付さ
れる財源

■ 国・県支出金・・・
特定の事業を行う場合に、その経費に充てるた
めに国、県から交付される負担金や補助金など

■ 市債・・・借入金

■ 地方消費税交付金・・・
県から交付される市町村分の地方消費税

 住 民とともに育むまちづくり
　丸岡地区活性化事業　　　　　　　　 
　（丸岡バスターミナル周辺整備）
☆コミュニティセンター施設整備事業
　庁舎等施設整備事業（令和元年度分）

多 様な都市活動を支えるまちづくり
　新幹線対策事業
　（新幹線建設工事に伴う機能補償道路などの整備）

4億7,010万円

8億5,346万円
13億9,725万円

6,655万円

 地 域の活力を創造するまちづくり
☆地方創生推進事業（移住就職支援事業）  
　強い農業づくり事業　　　　　　　　 
　（乾燥調製貯蔵施設建設事業補助）
　国営かんがい排水事業（負担金）

安 全で快適な暮らしを支えるまちづくり
☆安心・安全まちづくり事業（防犯カメラ設置）  
　三国駅周辺整備事業　　　　　　　　 
　橋りょう長寿命化事業

美 しい自然と共生するまちづくり
★動物保護・愛護事業  
　一般廃棄物収集処理事業　　　　　　　　 

909万円
7億845万円

35億6,729万円

550万円
1,977万円
1億50万円

178万円
9億6,487万円

▲ 市役所新庁舎　完成予想図

主な重点施策予算（★：新規、☆：拡充）

市税
124億6,830万円

地方交付税
68億2,000万円

国・県支出金
74億3,859万円

地方譲与税　3億3,610万円

繰越金　2億円
繰入金　26億293万円
使用料及び手数料　7億4,477万円

地方消費税交付金など
20億5,340万円

財産収入など
18億5,540万円

市債
88億1,530万円

分担金及び負担金
7億4,521万円

自主
財源
42.3％

依存
財源
57.7％

づくり」のために

一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

水道事業会計

公共下水道事業会計

農業集落排水事業会計

病院事業会計

【市の予算規模】 （万円未満四捨五入）

440億8,000万円

84億3,877万円

9億8,801万円

29億7,388万円

55億4,410万円

5,386万円

28億8,989万円

649億6,851万円

15.3%

1.4%

6.1％

△21.2％

△3.0％

25.4％

14.7％

9.1％

会　　　計 予　算　額 前年度比較
増減

総　　　計

用語解説（歳出）

総額 440億8,000万円 （前年度比 15.3％増） 歳出

 誰 もが笑顔で暮らせるまちづくり
☆相談支援事業（基幹相談支援センター設置)
☆ひとり親家庭児童学習支援事業　 
☆生活困窮者自立支援事業

生 涯を通じて学び・育つまちづくり
☆学校・学級運営支援事業
　学校給食施設建設事業　　　　　　　　 
　（三国学校給食センター建設）
★文化財保存管理事業

地 域全体でもてなすまちづくり
　観光ビジョン戦略事業  
　越前加賀インバウンド推進事業　　　　　　

2,054万円
210万円

4,847万円

9,218万円
12億7,465万円

787万円

3,511万円
965万円

民生費
123億7,646万円

教育費
47億8,862万円

総務費
68億4,693万円

衛生費
39億3,819万円

公債費
36億6,742万円

土木費
23億4,197万円

農林水産業費
66億5,138万円

消防費　15億456万円

商工費　9億524万円

議会費　3億6,129万円

労働費　8,205万円

諸支出金　6億589万円

予備費　1,000万円
■ 民生費・・・
福祉全般にかかる事業、各種医療扶助、保育施
設などにかかる経費

■ 総務費・・・
職員人件費、財産管理、防災事業などにかかる
経費

■ 農林水産業費・・・
農業や林業、水産業の振興などにかかる経費

■ 教育費・・・
小中学校の運営・整備、生涯学習、図書館の運営
などにかかる経費

■ 衛生費・・・
健康増進事業、一般廃棄物収集処理、環境対策
などにかかる経費

■ 公債費・・・借入金に対する返済金

■ 土木費・・・
道路の整備、除排雪、公営住宅などにかかる経費

■ 諸支出金・・・
財政調整基金、減債基金、特定目的基金



予算特別委員会 8

予算特別委員会
～2月20日・21日・22日、3月18日 開催～

当初予算などを審議

主な質疑と答弁

歴史ミュージアム構想推進事業の概要は。

丸岡城・三国湊・吉崎御坊をつなぐエリアを
ミュージアムに見立て、歴史文化的な観光素
材を取り上げ、観光客に周遊・滞在してもら
うことを目指すものである。

【周遊・滞在型観光推進事業】問

答

児童相談所との連携はどのようになっている
のか。

初期対応が重要となることから、通告があっ
た場合詳しい状況を聞き取り、県統一の アセ
スメントシートを活用して児童相談所などの
関係機関と協議しながら対応していく。

【こども相談事業】問

答

三国駅前広場整備後はどのように活用してい
くのか。

これまでコンサートの会場や三国まつりの
おもてなし会場として利用されており、整
備後も地元のにぎわいを創出する場として
イベントなどに活用してもらいたい。

【三国駅周辺整備事業】問

答

まちづくりカレッジ修了生を中心としたＮＰＯ
とまちづくり協議会との連携の内容は。

新規事業「（仮称）まちづくりラボ」の活用
による連携や、ＮＰＯメンバーからまち協へ
連携事業を持ちかけることによりつながりを
深めていく。

【協働のまちづくり事業】問

答

新たな財源の確保に向けてどのように考えて
いるか。

ふるさと納税のインターネット広告による寄
附の増額に取り組む。

【自主財源の確保】問

答

防犯カメラの設置について、専門的知見を有
する機関の意見とはどのような内容か。

犯罪の発生状況や不審者の出没場所、設置
方法などについて、警察など
の意見を求めている。

問

答

【安全・安心まちづくり事業】

※アセスメントシート…通告受理後の初期対応において、判明している事実と不明である事柄を把握、整理し介入や保護の要否判断等を行う場面に活用するシート

※
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り
組
め
な
い
か
。

　
国
体
に
向
け
て
、
三
国
・
丸
岡
体
育

館
を
大
規
模
改
修
し
た
経
緯
を
踏
ま

え
、
財
政
面
も
考
慮
し
、
検
討
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

※
1

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
に
向
け
た

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｔ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材

の
育
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の

発
達
に
よ
り
、
産
業
や
働
き
方
が
大
き

く
変
わ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
が
目
指
す
豊

か
な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
、
産
学
官

連
携
で
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

　
坂
井
市
版
※
2
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
に
つ

い
て
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い

た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

　
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
な
が

ら
、
２
０
２
０
年
３
月
末
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設

立
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
公
立
病
院
を
持
っ
て
い
る
本
市
と
し

て
、
産
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
は
大
変
重
要
な
施
策

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
病
院
な
ど

の
関
係
機
関
と
協
議
・
検
討
を
し
な
が

ら
、
事
業
の
実
施
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
の
新
し
い
坂
井

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
と
絡
め
、
人
口
減
少
問
題
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
新
た
に
、
東
京
23
区
か
ら
の
移
住
を

促
す
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
・
移
住
就
職
支

援
事
業
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
従

来
の
Ｕ
タ
ー
ン
支
援
事
業
を
継
続
し
て

い
く
。

　
六
次
産
業
化
を
担
う
農
林
漁
業
者
の

育
成
・
確
保
を
図
る
た
め
の
組
織
体
制

強
化
が
必
要
で
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

　
生
産
者
と
加
工
事
業
者
、
販
売
事
業

者
と
を
連
携
を
さ
せ
、
市
場
調
査
、
全

体
の
組
織
運
営
を
担
う
体
制
の
構
築
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
農
水
産
物
も
観
光

資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

代
表
質
問

顧
問
　
広
瀬　

潤
一

志
政
会

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
の
取
り
組
み
は

坂
井
市
の
人
口
減
少
へ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は

坂
井
市
20
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
は

北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
開
業
に

向
け
た
観
光
施
策
の
取
り
組
み
は

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の

実
現
に
向
け
た
坂
井
市
の
取
り
組
み
は

ソ
サ
エ
テ
ィ

一
次
産
業
の
振
興
と

六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
は

▲ 志政会が提案した新都市構想（福井新聞掲載記事より引用）

ス
ポ
ー
ツ
で
育
む
女
性
活
躍
推
進
の

取
り
組
み
は

※１ Society5.0…「第５期科学技術基本計画」で登場したキャッチフレーズ。　　※２ DMO…観光資源に精通し、地域と協同して観光地域作りを行う法人のこと。

会
長
　
東
野　

栄
治

政
和
会

　
新
し
い
総
合
計
画
に
「
坂
井
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
ど

う
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

　
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、
未
来

に
向
か
っ
て
持
続
し
て
い
く
計
画
に
す

る
た
め
、
総
合
戦
略
を
検
証
し
て
推
進

す
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
状
況

は
。

　
平
成
29
年
７
月
現
在
、
50
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備
が
51
カ

所
、
風
力
発
電
が
４
基
、
水
力
発
電
が

１
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
現
計
画
で
十
分
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
る
か
。

　
平
成
30
年
３
月
に
見
直
し
た
。

　
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
の
３
階
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、
国
や

県
と
災
害
情
報
を
共
有
し
、
集
中
管
理

す
る
こ
と
で
計
画
の
充
実
し
た
対
応
が

可
能
と
な
る
。

　
ご
み
減
量
の
今
後
の
課
題
は
。

　
ご
み
の
発
生
を
抑
制
し
、
燃
や
せ
る

ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
特
に
マ
イ
バ
ッ
ク
の
持
参
は
浸
透
し

て
き
て
い
る
。

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
防
止
す
る
た

め
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
が
増

加
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
31

年
度
よ
り
相
談
業
務
体
制
を
強
化
す
る

た
め
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
外
出
支
援
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
高
齢
者
の
移
動
支
援
を
含
め
た
地
域

課
題
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
地
域
ケ
ア
会
議
で
、
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
な
ど
の
話
し
合
い

を
進
め
て
い
る
。

　
国
体
正
式
競
技（
サ
ッ
カ
ー
、 

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

全
国
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘

致
し
て
は
ど
う
か
。

　
２
０
１
９
年
10
月
に
「
第
25
回
全
国

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
」、
２
０
２
１
年
10
月
に
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
、
ま
た
デ
ィ
ス

ク
ゴ
ル
フ
の
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

　
今
後
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振

興
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
電
子
決
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
く
の
か
。

　
平
成
29
年
度
よ
り
県
と
連
携
し
て
電

子
決
済
端
末
機
の
導
入
経
費
の
支
援
を

し
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
の
共
通
認
識
を

深
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
普
及
拡
大

を
図
っ
て
い
く
。

　
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
や
交
流
の
場

と
し
て
、
坂
井
市
国
際
交
流
協
会
を
早

期
に
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
出
入
国
管
理
法
改
正
を
踏
ま
え
、
国

際
交
流
協
会
の
設
立
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

国
体
後
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み

安
全
・
安
心
に
向
け
た
取
り
組
み

環
境
基
本
計
画
に
向
け
た
取
り
組
み

高
齢
化
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み

観
光
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

国
際
化
に
向
け
た
取
り
組
み

新
し
い
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た

取
り
組
み

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
向
け
た

取
り
組
み

子
育
て
支
援
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み

▲ 国体正式競技（サッカー） テクノポート福井スタジアム

■問■答■問

■答■問■答■問■答

■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答

■問■答■問■答■問■答

■問■答■問■答■問

■答■問■答

12代表質問13 代表質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井



★３月定例会に提出された議案と議決結果 
定 例 会 審 議 結 果

○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　－…議長のため原則採決に参加できない

　
今
後
の
財
政
運
営
の
課
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
財
政
運
営
の
課
題
と
し
て
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
税
収
の
減
少

や
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
で
社
会
保

障
費
を
中
心
と
し
た
行
政
需
要
の
増
加

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
今
後
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

え
の
特
例
措
置
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ

る
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
が
、

投
資
的
経
費
の
抑
制
を
図
る
。

　
ま
た
、
事
業
の
費
用
対
効
果
の
検
証

や
既
存
事
業
の
整
理
・
統
合
な
ど
の
行

政
改
革
を
推
進
す
る
中
、
不
測
の
事
態

に
備
え
る
た
め
、
一
定
規
模
の
財
政
調

整
基
金
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
健
全

な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
導
入
後
10
年
が
経
過
し
た
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
課
題
と
対
策
は
。

　
役
員
の
な
り
手
不
足
や
女
性
・
若
者

の
参
加
が
少
な
い
な
ど
の
課
題
を
踏
ま

え
、
組
織
の
強
化
や
改
善
に
つ
い
て
側

面
か
ら
支
援
し
な
が
ら
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
利
用
者
か
ら
の
要
望
が
多
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
土
日
祝
日
の
運
行
に
つ

い
て
、
実
証
実
験
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
土
日
祝
日
は
家
族
に
よ
る
送
迎
が
比

較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
平
日
並
み

の
利
用
人
数
が
見
込
め
ず
、
運
行
の
必

要
性
は
低
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
運
行
経
費
の
財
政
負
担
や
近

年
の
バ
ス
運
転
手
不
足
な
ど
の
要
因
も

あ
り
、
土
日
運
行
は
困
難
だ
と
考
え
る
。▲ 利用者から土日運行の要望が強いコミュニティバス

幹
事
長
　
辻
　
　
人
志

政
友
会

市
政
運
営
の
課
題
は

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
少
子
化
対
策
を
新
総
合
計
画
に
長
期

的
総
合
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。

　
基
本
構
想
に
定
義
さ
れ
る
予
定
。

　
保
育
所
の
体
制
強
化
を
。
乳
児
の
配

置
基
準
を
３
対
１
か
ら
２
対
１
へ
。

　
子
供
の
成
長
に
応
じ
た
保
育
が
可
能

と
な
る
。
長
期
的
な
視
野
で
取
り
組
む
。

　
通
学
バ
ス
の
無
料
化
を
。

　
財
政
面
で
負
担
が
大
き
く
な
り
、
難

し
い
。 

　
学
校
給
食
費
へ
の
支
援
を
。

　
財
政
負
担
が
大
き
く
な
り
現
時
点
で

は
難
し
い
。 

　
国
保
税
の
均
等
割
の
軽
減
を
。

　
考
え
て
い
な
い
。

　
教
師
の
話
し
合
い
で
、
不
要
・
不
急

の
業
務
を
削
減
・
中
止
を
。

　
教
育
委
員
会
は
、
教
員
が
チ
ー
ム
を

構
成
し
て
授
業
研
究
に
取
り
組
ん
だ
り

し
て
、
個
人
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
県
市
学
力
テ
ス
ト
の
廃
止
を
。

　
今
後
も
継
続
し
た
い
。

　
部
活
動
の
負
担
を
削
減
し
て
は
。
特

に
、
校
外
指
導
員
の
拡
充
、
部
活
動
の

週
２
日
以
上
の
休
み
、
教
員
の
顧
問
就

任
や
生
徒
の
参
加
の
強
制
を
や
め
て

は
。

　
部
活
動
の
顧
問
は
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
お
願
い
し
て
い
る
。
生
徒
の
参
加

は
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
所
属
す
る

生
徒
は
部
活
動
と
み
な
し
て
対
応
す

る
。

　
老
朽
市
営
住
宅
の
入
居
者
に
民
間
ア

パ
ー
ト
の
家
賃
補
助
な
ど
を
行
い
、
転

出
支
援
す
る
こ
と
で
、
市
の
財
産
の
有

効
活
用
が
で
き
る
の
で
は
。

　
入
居
者
か
ら
意
向
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

　
市
と
し
て
民
間
ア
パ
ー
ト
を
借
り
上

げ
、
低
家
賃
で
の
貸
出
、
転
居
費
用
の

補
償
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

団
長
　
松
本
　
　
朗

日
本
共
産
党
議
員
団

新
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

教
員
の
働
き
方
の
改
革
の
た
め
に

子
育
て
支
援
の
総
合
的
抜
本
的
対
策
を

老
朽
市
営
住
宅
対
応
方
針
の
確
立
を議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

議案番号 件　　　　　名
議
決
結
果

山
田
　
秀
樹

三
宅
小
百
合

近
藤
　
哲
行

後
藤
　
寿
和

川
端
　
精
治

渡
辺
　
竜
彦

前
川
　
　
徹

南
川
　
直
人

上
坂
　
健
司

戸
板
　
　
進

吉
川
　
貞
明

古
屋
　
信
二

田
中
　
哲
治

佐
藤
　
寛
治

松
本
　
　
朗

東
野
　
栄
治

伊
藤
　
聖
一

辻
　
　
人
志

川
畑
　
孝
治

前
田
　
嘉
彦

橋
本
　
充
雄

永
井
　
純
一

畑
野
麻
美
子

山
田
　
　
栄

広
瀬
　
潤
一

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
田
中
千
賀
子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○原案
答申
原案
答申
原案
答申

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × ー × ○ × × × × × × × ○ × × ×不採択

× × × × × × × × × × × × ー × ○ × × × × × × × ○ × × ×不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

平成30年度坂井市一般会計補正予算（第６号）

平成30年度坂井市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成30年度坂井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成30年度坂井市水道事業会計補正予算（第２号）

平成30年度坂井市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

平成31年度坂井市一般会計予算

平成31年度坂井市国民健康保険特別会計予算

平成31年度坂井市後期高齢者医療特別会計予算

平成31年度坂井市水道事業会計予算

平成31年度坂井市公共下水道事業会計予算

平成31年度坂井市農業集落排水事業会計予算

平成31年度坂井市病院事業会計予算

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

字の一部区域の変更について

市有財産の無償譲渡について

土地改良事業の計画の概要について

坂井市手話言語条例の制定について

福井市及び坂井市における連携中枢都市圏の
形成に係る連携協約の締結について

坂井市行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正する条例について

指定管理者の指定（アーバンデザインセン
ター坂井）について

坂井市職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例について

坂井市コミュニティセンター条例の一部を改
正する条例について

坂井市災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部を改正する条例について

坂井市ひとり親家庭等医療費助成に関する条
例の一部を改正する条例について

坂井市坂井障害者交流センター条例を廃止す
る条例について

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の
実行を求める意見書提出に関する請願

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の
提出を求める請願

坂井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
について

坂井市布設工事監督者の配置基準及び資格基
準並びに水道技術管理者の資格基準に関する
条例の一部を改正する条例について

坂井市キンダーホール三国条例を廃止する条例について

坂井市本庁舎新築工事（建築）請負契約の締結について

坂井市本庁舎改修工事（建築）請負契約の締結について

坂井市本庁舎建設工事（電気）請負契約の締結について

坂井市本庁舎建設工事（機械）請負契約の締結について

平成30年度坂井市一般会計補正予算（第７号）

教育委員会委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

議案第１号
議案第２号
議案第３号
議案第４号
議案第５号
議案第６号
議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号
議案第19号
議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号
議案第30号
議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号
同意第１号
諮問第１号
諮問第２号
諮問第３号

請願第１号

請願第２号

■問■答■問

■答■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答

14代表質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井

15 定例会審議結果



　
本
市
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

　
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
取
り
組

み
を
市
の
施
策
や
企
業
の
事
業
に
取
り

入
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
自
治
体
が
目
指
す
誰
も

が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
重
な
り
合

う
こ
と
が
多
い
が
、今
後
、こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
は
あ
る
の

か
。

　
政
府
が
認
定
し
た
持
続
可
能
な
開
発

目
標
実
施
方
針
に
は
、
各
自
治
体
の
各

種
計
画
や
戦
略
な
ど
の
改
定
に
あ
た

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
最
大
限
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
も
、
こ
の
理
念
を
意
識
し
な
が

ら
、
各
種
計
画
の
検
証
・
分
析
を
行
い
、

実
効
性
の
あ
る
計
画
の
策
定
に
努
め
る

と
と
も
に
、
こ
の
開
発
目
標
に
つ
な
が

る
よ
う
な
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

　
本
市
は
今
後
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

及
び
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」

を
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
は
な
い
の
か
。

　
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
創

生
に
資
す
る
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

開
発
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
に
、
内
閣
府
に
お
い

て
優
れ
た
取
り
組
み
を
選
定
し
、
成
功

事
例
の
普
及
展
開
を
行
う
こ
と
で
地
方

創
生
の
深
化
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で

あ
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
足
元
か
ら
の

取
り
組
み
を
効
果
的
に
展
開
す
る
と
と

も
に
、
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
調
査
・
研
究
を
し
て

い
き
た
い
。

渡辺　竜彦

伊藤　聖一

一
般
質
問

　
社
会
福
祉
法
人
に
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
り
組
み
が
責
務
化
さ
れ
た
背

景
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
期
待
す
る
の
か
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
や
事
業
費
の
一
部
が
公
費
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
公
益
性
を
持

つ
こ
と
か
ら
、
新
た
な
地
域
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
専
門
性
や

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
生
か
し
、
地
域
に
お

け
る
課
題
解
決
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

　
市
内
社
会
福
祉
法
人
の
現
況
報
告
書

に
、
ど
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
の
か
。

　
県
内
の
事
例
は
ど
う
か
。

　
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
生
活

課
題
を
抱
え
る
人
々
に
対
す
る
総
合
相

談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
県
内
で
は
、
認
知
症
予
防
と
し
て

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
法
人
も
あ
る
。

　
所
轄
と
し
て
、
指
導
し
て
い
る
の
か
。

　
自
主
的
判
断
の
も
と
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
な
の
で
、
法
令
違
反
が
な
い
限
り

指
導
を
行
う
必
要
は
な
い
。

　
た
だ
し
、
公
益
的
取
り
組
み
を
全
く

実
施
し
て
い
な
い
場
合
な
ど
に
は
助
言

を
す
る
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
に
対
す
る
情
報
発

信
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
公
表

に
つ
い
て
助
言
す
る
。

▲ 社会福祉法人の地域における公益的な取り組み

▲ SDGs・・世界を変えるための17の目標

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
は

坂
井
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

　「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可

能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
実

現
の
た
め
、
２
０
３
０
年
を
年
限
と
す

る
、
17
の
国
際
目
標
、
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、
２
３
２
の
指
標
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
地
方
の
魅
力
・
強
み
を

生
か
し
つ
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

す
べ
き
で
は
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
指
す
社
会
は
本
市
と

し
て
も
賛
同
で
き
、
そ
の
理
念
は
す
で

に
市
の
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
理
念
が
ど
の
よ

う
に
市
政
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
を

市
民
に
分
か
り
や
す
く
示
し
た
い
。

　
現
在
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
に
は
47
都
道
府
県
と
１
９
０
の

市
区
町
村
が
参
加
し
て
い
る
が
、
本
市

も
加
入
す
べ
き
で
は
。

　
い
ろ
い
ろ
な
施
策
の
情
報
も
仕
入
れ

ら
れ
る
。

　
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
参
画
に
向
け
て
検

討
し
た
い
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税

が
自
治
体
に
譲
与
さ
れ
る
が
、
譲
与
税

の
見
込
み
額
は
。

　
平
成
33
年
ま
で
は
年
額
約
７
０
０
万

円
、
そ
の
後
段
階
的
に
増
額
さ
れ
、
平

成
45
年
以
降
は
約
２
５
０
０
万
円
と
試

算
し
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
に
対
す
る
体
制
は

で
き
て
い
る
の
か
。

　
坂
井
地
区
に
お
け
る
林
業
関
係
団
体

や
木
材
流
通
・
加
工
業
者
な
ど
を
含
め

た
新
た
な
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
県

や
あ
わ
ら
市
と
協
議
を
し
て
お
り
、
一

貫
し
た
木
材
の
流
通
経
路
を
確
保
す
る

こ
と
や
広
域
的
な
森
林
整
備
を
検
討
し

た
い
。

戸板　　進

川畑　孝治▲ 整備が待たれる森林

　
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
事
業
だ
け
で
十
分
と
考
え
て

い
る
の
か
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
ケ

ア
会
議
や
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

な
ど
に
お
い
て
、
関
係
機
関
や
地
域
住

民
な
ど
と
の
話
し
合
い
を
持
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
中
で
、

地
域
の
高
齢
者
の
状
況
、
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
今
後
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
証
自
主
返

納
対
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

無
料
乗
車
券
を
10
年
分
発
行
し
て
い
る

が
、
こ
の
対
策
で
十
分
と
考
え
て
い
る

の
か
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
運
転
者
の
交
通

事
故
防
止
対
策
で
あ
り
、
運
転
免
許
証

所
有
者
に
限
定
し
て
い
る
。

　
免
許
証
を
持
た
な
い
高
齢
者
も
含

め
、
移
動
支
援
の
仕
組
み
に
つ
い
て
十

分
検
討
し
て
い
く
。

　
高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
外

出
に
、
一
部
助
成
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
所
持
者
に

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
発
行
や
、
介
護
保

険
制
度
で
の
要
支
援
認
定
者
に
介
護
予

防
体
操
に
通
う
た
め
の
タ
ク
シ
ー
助
成

は
実
施
し
て
い
る
。

　
平
成
31
年
度
よ
り
策
定
さ
れ
る
第
三

次
福
祉
保
健
総
合
計
画
の
中
で
、
高
齢

者
の
移
動
支
援
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
介
護
保
険
制
度
の
中
で
、
交
通

事
業
者
、
介
護
事
業
者
な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
対
策

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
す
べ
き

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は

▲ 交通弱者対策として運行されているコミュニティバス
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平
成
22
年
に
調
査
し
た
カ
ラ
ス
の
生

態
調
査
は
平
成
31
年
度
の
有
害
鳥
獣
捕

獲
事
業
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

　
有
害
鳥
類
の
生
態
調
査
の
報
告
書
に

は
、
カ
ラ
ス
の
生
息
状
況
や
巣
の
場
所

と
数
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参

考
に
し
て
巣
を
作
る
場
所
を
予
測
し
撤

去
業
務
に
効
率
的
に
実
施
し
た
い
。

　
カ
ラ
ス
を
追
い
払
う
た
め
鷹
匠
に
来

て
も
ら
っ
て
実
証
事
件
を
行
っ
た
が
、

平
成
31
年
度
で
も
鷹
匠
に
よ
る
追
い
払

い
が
駆
除
に
つ
な
が
る
の
か
。

　
鷹
を
放
つ
と
カ
ラ
ス
は
群
れ
に
な
る

習
性
を
生
か
し
、
先
般
、
猟
銃
に
よ
る

捕
獲
の
連
携
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
　

　
そ
の
結
果
、
群
れ
に
な
っ
た
カ
ラ
ス

は
捕
獲
し
や
す
い
こ
と
が
実
証
で
き

た
。

　
効
果
的
駆
除
へ
の
検
証
を
始
め
る
。

　
カ
ラ
ス
被
害
対
策
は
予
防
も
大
事
と

考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

　
各
農
家
に
お
い
て
防
除
ネ
ッ
ト
や
釣

り
糸
な
ど
を
使
用
し
て
一
定
の
防
除
効

果
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
研
修

会
や
広
報
紙
を
通
し
て
設
置
方
法
な
ど

に
関
す
る
周
知
を
進
め
て
い
く
。

　
巣
の
撤
去
や
捕
獲
に
よ
る
対
策
が
必

要
と
考
え
る
が
有
効
な
手
段
は
あ
る
の

か
。

　
調
査
を
活
用
し
実
績
の
あ
る
業
者
に

巣
の
撤
去
作
業
を
委
託
し
精
力
的
に
実

施
し
て
い
く
。

　
鷹
匠
に
よ
る
追
い
払
い
と
猟
銃
に
よ

る
連
携
捕
獲
と
箱
わ
な
に
よ
る
捕
獲
の

効
果
的
な
手
段
と
し
て
確
立
し
て
い
く
。

　
カ
ラ
ス
被
害
を
防
止
す
る
条
例
を
施

行
し
て
み
て
は
。

　
条
例
制
定
に
は
明
確
な
原
因
追
及
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
調
査
研
究
し
、
必

要
性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
今
回
の
改
修
工
事
で
大
ホ
ー
ル
の
席

数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
音
響
・
照
明
効
果
を
損
な
わ
な
い
工

法
で
行
う
必
要
が
あ
り
、
現
在
の
空
間

の
確
保
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
た
め
客

席
数
は
現
状
維
持
の
ま
ま
予
定
し
て
い

る
。

　
ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江
に
向
か
う
道
路
や

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
駅
に
誘
導
サ
イ
ン
が

少
な
い
。

　
増
や
し
て
い
か
な
い
の
か
。

　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
望
で
も
主

要
道
路
や
駅
か
ら
分
か
り
に
く
い
と
意

見
が
あ
る
。

　
各
関
係
機
関
と
協
議
し
て
設
置
し
て

い
く
。

　
改
修
計
画
の
時
期
の
予
定
は
。

　
平
成
30
年
度
に
基
本
設
計
と
実
施
設

計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
31
年
度
は
休

館
の
周
知
期
間
、
平
成
32
年
度
に
改
修

工
事
の
予
定
で
あ
る
。

　
工
事
期
間
の
図
書
館
利
用
や
は
る
え

イ
ッ
チ
ョ
ラ
イ
で
ん
す
け
祭
り
の
イ
ベ

ン
ト
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
休
館
を
予
定
し
て
い
る
が
、
作
業
工

程
に
よ
り
駐
車
場
や
図
書
館
運
営
に
支

障
の
な
い
期
間
は
利
用
者
の
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
で
き
る
限
り
運
営
し
て
い

き
た
い
。

　
祭
り
の
開
催
に
つ
い
て
は
実
行
委
員

会
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

　
カ
フ
ェ
の
誘
致
を
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

　
多
く
の
要
望
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
採
算
性
の

問
題
や
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
も
あ
る
が
、
財
団
と
し
て
も
十

分
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

古屋　信二

後藤　寿和

有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
は

▲ 坂井市文化の中心　ハートピア春江

▲ 夕方、電線上に並ぶカラス
　（丸岡町里丸岡　福井新聞掲載記事より引用）

ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江
の

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

改
修
工
事
に
反
映
で
き
な
い
の
か

　
子
供
の
虐
待
に
よ
る
事
件
が
起
き
た

場
合
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る

の
か
。

　
少
な
く
と
も
年
一
回
以
上
は
児
童
、

生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
悩
み
事
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
面

談
も
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
な
ど
で
処
理
、
内
容
で
は
教
育

委
員
会
に
報
告
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外

は
出
さ
な
い
。

　
子
供
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
発
信
さ
れ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

　
虐
待
な
ど
の
疑
い
が
あ
っ
た
場
合
は

児
童
相
談
所
、
時
に
は
警
察
と
相
談
す

る
。

　
常
に
子
供
か
ら
虐
待
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
東
尋
坊
を
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
た
め

に
「
愛
の
鐘
」
を
設
置
し
、
越
前
織
の

袋
を
作
り
、
願
い
事
を
書
き
掛
け
る
場

所
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、「
※

グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ

が
見
れ
る
か
も
？
」
の
看
板
を
設
置
し
、

何
度
で
も
来
て
も
ら
う
方
法
を
取
っ
て

は
ど
う
か
。

　
愛
の
鐘
や
看
板
設
置
に
つ
い
て
は
国

定
公
園
で
あ
る
た
め
問
題
点
が
あ
る
。

　
越
前
織
の
願
か
け
袋
に
お
い
て
は
誰

が
管
理
す
る
の
か
難
し
い
の
が
現
実
で

あ
る
。

　
東
尋
坊
の
活
性
化
に
向
け
た
検
討
会

で
、
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
と
し
て
紹
介
す

る
。

　
カ
ラ
ス
駆
除
対
策
と
し
て
防
災
無
線

や
ド
ロ
ー
ン
で
鷹
の
鳴
き
声
を
流
し
て

追
い
払
っ
た
り
、
ま
た
ド
ロ
ー
ン
で
巣

を
落
と
す
方
法
を
と
っ
て
み
て
は
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
方
法
は
一
時
的
に

は
有
効
と
聞
い
て
い
る
。

　
開
発
状

況
と
そ
の

効
果
を
み

き
わ
め
な

が
ら
、
導

入
も
検
討

し
て
い
き

た
い
。

上坂　健司

近藤　哲行▲ 東尋坊をインスタ映えスポットに

　
平
成
31
年
１
月
に
県
内
初
の
、
福
井

市
内
に
あ
る
２
つ
の
自
治
会
が
解
散

し
、
福
井
市
は
集
落
支
援
員
制
度
を
構

築
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
所
見
は
。

　
本
市
に
お
い
て
も
今
後
、
ま
す
ま
す

高
齢
世
帯
が
増
え
、
集
落
の
維
持
が
困

難
に
な
る
と
こ
ろ
が
多
数
出
て
く
る
。

　
現
在
、
第
二
次
坂
井
市
総
合
計
画
の

集
落
対
策
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の

中
で
反
映
さ
せ
た
い
。

　
農
業
分
野
の
担
い
手
や
企
業
的
経
営

に
つ
い
て
集
落
の
活
性
化
支
援
策
は
。

　
広
域
農
業
や
大
規
模
な
農
業
へ
の
変

遷
を
目
指
し
て
い
る
。

　
農
地
を
集
約
し
、
農
事
法
人
や
集
落

営
農
組
織
、
認
定
農
業
者
に
そ
の
農
地

を
耕
し
て
も
ら
う
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

　
企
業
的
な
農
業
を
営
ん
で
い
る
と
こ

ろ
が
集
落
の
活
性
化
ま
で
考
え
る
の
は

難
し
い
。

　
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
対
す
る
政
策

と
し
て
、
介
護
福
祉
施
設
の
送
迎
車
両

を
使
っ
た
交
通
手
段
の
提
案
は
。

　
民
間
の
事
業
者
と
も
協
力
し
て
連
携

し
て
進
め
る
こ
と
は
、
今
後
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
平
成
31
年
度
の
福
祉
保
健
総
合
計
画

の
検
討
や
地
域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

中
で
協
議
し
て
い
く
。

　
東
十
郷
地
区
は
、
か
つ
て
の
地
域
協

議
会
で
「
文
化
と
教
育
の
ま
ち
」
と
提

言
し
て
い
る
が
、
そ
の
所
見
は
。

　
小
中
学
校
と
高
校
の
隣
接
や
保
育

園
、
こ
ど
も
園
と
の
隣
接
を
考
え
る
と

当
地
区
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
地
域
の
方
々
が
力
を
合

わ
せ
て
教
育
ゾ
ー
ン
、
文
化
教
育
の
ま

ち
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

集
落
の
活
性
化
支
援
を

子
供
の
虐
待
が
あ
っ
た
場
合
の
対
策
は

カ
ラ
ス
駆
除
対
策
に
ド
ロ
ー
ン
を

▲ 東十郷コミュニティセンター「ふれあい」まつりの様子

東
尋
坊
に
イ
ン
ス
タ
映
え
の

ス
ポ
ッ
ト
を

※グリーンフラッシュ…日の出、日の入りの間際に太陽が緑色に光って見える現象。
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千
葉
県
野
田
市
で
小
４
女
児
が
亡
く

な
っ
た
事
件
で
国
の
議
論
が
本
格
化
し

て
い
る
。

　
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を
。

　
今
回
の
事
件
、
大
変
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。

　
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
で
の
児
童

虐
待
の
具
体
的
な
情
報
を
共
有
し
、
連

携
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
方
針
と
し
て
、
親
が
子
供
を
児
童
相

談
所
の
職
員
に
会
わ
せ
よ
う
と
し
な
い

場
合
は
児
童
相
談
所
の
職
員
と
警
察
が

一
緒
に
訪
問
す
る
。

　
児
童
が
不
登
校
の
場
合
は
担
任
教
員

が
家
庭
訪
問
し
た
り
、
市
と
学
校
が
連

携
し
た
り
、
児
童
の
言
動
が
理
解
で
き

な
い
場
合
は
医
療
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

役
割
分
担
と
共
通
理
解
を
持
ち
な
が
ら

連
携
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
社
会
的
孤
立
」
や
公
的
な

支
援
制
度
の
受
給
要
件
を
満
た
さ

な
い
「
制
度
の
狭
間
」
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
掲
げ
、
地
域
づ
く
り
を
育

む
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
支
援
が

必
要
な
人
に
お
い
て
は
、
確
実
に

相
談
支
援
機
関
に
つ
な
が
る
体
制

作
り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　「
ド
ラ
イ
バ
ー
志
隊
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
つ
く
る
」「
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
作
る
」「
事
故
の
対
応
や
ガ

ソ
リ
ン
代
は
市
で
」
な
ど
の
提
案
を
生

か
し
て
は
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
、
地
域
住

民
の
方
か
ら
移
動
支
援
に
つ
い
て
地
域

で
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ

う
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

　
地
域
の
見
守
り
や
助
け
合
い
の
中

で
、
移
動
支
援
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　
毎
年
質
問
し
て
い
る
が
、
本
市
で
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
18
歳
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
現
し
て
ほ
し

い
。

　
国
保
の
窓
口
無
料
化
に
係
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
廃
止
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

実
現
で
き
な
い
か
。

　
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
子
育
て
支

援
策
の
事
業
の
優
先
度
を
考
え
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
市
民
の
福
祉
向
上
や
国
際
貢
献
の
観

点
か
ら
、
次
期
坂
井
市
総
合
計
画
の
中

に
、 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
取
り
入
れ
た

ら
い
か
が
か
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
注
力
す
べ
き
政
策
課
題

を
明
確
に
し
、
総
合
計
画
や
各
種
基
本

計
画
に
反
映
さ
せ
、
施
策
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
。

　
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
見
据

え
、
全
小
中
学
校
、
１
校
に
１
人
を
目

標
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
さ
ら
な
る
任
用
の
検
討
を
。

　
現
在
、
中
学
生
は
県
任
用
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

８
名
、
市
任
用
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
10
名
が
活
躍

し
て
い
る
。

　
英
語
に
興
味
を
持
た
せ
、
授
業
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
重
点
に
取
り
組
み
、

１
校
に
１
人
の
任
用
は
状
況
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。

　
新
天
皇
即
位
で
祝
賀
を
含
め
て
10
連

休
に
な
る
。

　
婚
姻
届
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
、
思
い
出
に
残
る
対
応
を
。

　
で
き
る
範
囲
で
検
討
す
る
。

畑野麻美子

永井　純一▲ ALTによる授業の様子

▲ お買い物に行きたい高齢者の様子

救
え
た
命
で
は
な
か
っ
た
か

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を

高
校
生
議
会
の
提
案
を
生
か
し
、

高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ポ
ー
ト

支
援
事
業
を

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
実
現
を
！

さ
ら
な
る
市
の
発
展
へ

10
連
休
の
市
の
対
応

い
き
い
き
と
し
た
国
際
教
育
の
展
開
を

　
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生
活

支
援
や
地
域
共
生
に
つ
い
て
、
本
市
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
窓
口
対
応
に
つ
い
て
は
先
進
自
治
体

を
参
考
に
し
な
が
ら
今
後
の
動
向
を
注

視
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
社
会
情
勢
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
な
ど

を
踏
ま
え
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
の
支
援
ま
た
は
県
の
国
際
交
流
協

会
を
通
じ
国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
く
。

　
本
市
の
「
介
護
」「
農
林
水
産
業
」

「
サ
ー
ビ
ス
業
」「
製
造
業
」
の
人
手
不

足
は
深
刻
で
あ
り
、
改
正
入
管
法
施
行

後
は
外
国
人
移
住
者
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。

　
県
・
市
町
村
・
企
業
・
海
外
事
情
に

詳
し
い
人
材
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

連
携
・
協
働
を
図
る
上
で
、
市
独
自

の
「
国
際
交
流
協
会
」
設
立
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

　
設
立
を
検
討
す
る
。

　
民
間
団
体
な
ど
の
意
見
も
取
り
入

れ
、
多
文
化
共
生
に
対
応
し
て
い
く
。

　
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
次
期
総

合
計
画
に
盛
り
込
め
な
い
か
。

　
国
際
交
流
協
会
の
在
り
方
な
ど
を
検

討
す
る
中
で
、
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
の
策
定
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
で
の

取
り
扱
い
を
検
討
し
て
い
く
。

　
受
け
入
れ
企
業
が
増
え
る
と
予
想
さ

れ
る
が
、
企
業
の
倫
理
観
が
低
く
て
は

制
度
も
役
に
立
た
ず
、
や
が
て
は
地
域

社
会
に
新
た
な
問
題
が
起
こ
り
う
る
。

　
県
や
企
業
任
せ
に
し
て
は
い
け
な
い

と
考
え
る
が
。

　
国
の
機
関
で
あ
る
労
働
基
準
監
督
署

や
警
察
な
ど
の
窓
口
と
合
わ
せ
、
本
市

と
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

前川　　徹
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小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
必
修
化
に
向
け
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
配
置
を
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
十
分

検
討
が
必
要
で
あ
り
、
各
教
員
の
負
担

が
著
し
く
増
大
し
な
い
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
、
そ
の
上
で
支
援
員
の
配
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
保
護
者
に
対
す
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育

の
充
実
、※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
を
。

　
中
学
校
で
は
新
入
学
説
明
会
の
際

に
、
警
察
に
よ
る
研
修
を
行
っ
て
い
る

が
、
情
報
通
信
機
器
が
高
度
化
さ
れ
る

中
、
企
業
の
ス
マ
ホ
の
専
門
家
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
必
要
と
考
え
る
。

　
ス
マ
ホ
所
持
率
約
60
％
に
も
な
る
市

内
中
学
１
年
生
を
対
象
に
、
全
学
級
で

ネ
ッ
ト
い
じ
め
防
止
授
業
を
開
催
し
た

ら
ど
う
か
。

　
学
期
ご
と
に
一
回
以
上
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
個
別
面
談
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
発
生
し
な
い
環

境
を
構
築
し
て
い
く
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
相
談
を
受
け
付
け
る
子
供

相
談
窓
口
を
開
設
し
た
ら
ど
う
か
。

　
電
話
に
比
べ
て
相
談
が
し
や
す
く
相

談
件
数
が
増
え
る
な
ど
効
果
が
出
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
緊
急
の
場
合
の

対
応
や
相
談
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
も

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
が
よ

い
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

　
ス
マ
ホ
の
小
中
学
校
持
ち
込
み
原
則

禁
止
の
見
直
し
に
対
す
る
考
え
は
。

　
学
校
で
の
使
用
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル

作
り
や
、
正
し
く
使
い
こ
な
す
た
め
の

知
識
や
能
力
に
関
す
る
教
育
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
慎
重
に
考
え
て
い
く
。

多
文
化
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み
は

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た

環
境
整
備
と
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
実
践

▲ インターネット人権侵害問題対策バナー
　（法務省人権擁護局）

※インターネットリテラシー…インターネット上で得た情報を正しく理解・取捨選択し、活用することができる能力。

■問　■答

■問　■答

■問■答■問■答■問

■答■問■答

■問■答■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答

20一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］21 一般質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井

［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］



　
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
都
市

計
画
の
考
え
は
。

　
持
続
的
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
な

ど
を
実
現
す
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
か

つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
た
都
市
環

境
の
整
備
を
目
指
す
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
訂
で

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
坂
井
の

活
用
の
考
え
は
。

　
セ
ン
タ
ー
が
有
す
る
知
識
は
都
市
計

画
に
お
い
て
必
要
と
考
え
て
お
り
、
十

分
意
見
を
聞
き
策
定
す
る
考
え
で
あ

る
。

　
春
江
地
区
は
、
文
化
振
興
の
拠
点
と

し
て
「
文
化
的
雰
囲
気
が
香
る
街
な
み
」

の
創
出
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

　
立
地
適
正
化
計
画
の
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
適
材
適
所
へ
誘
導
す
る
な
ど
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
視
点
で
進
め
た
い
。

　
水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
民
間
事
業

者
に
施
設
の
運
営
権
を
売
却
す
る
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
の
考
え
は
。

　
水
道
事
業
は
、
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
安
心
で
安

全
な
上
水
道
を
供
給
す
る
義
務
か
ら
現

時
点
で
は
導
入
予
定
は
な
い
。

　
県
か
ら
委
譲
の
申
し
出
が
あ
っ
た
坂

井
地
区
水
道
施
設
に
つ
い
て
市
の
対
応

は
。

　
県
施
設
は
、
耐
震
化
問
題
が
あ
り
、

本
市
、
あ
わ
ら
市
の
両
市
と
し
て
は
受

け
ら
れ
な
い
旨
を
示
し
た
。

　
現
在
、
耐
震
化
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
工
事
完
了
後
に
対
応
を
考
え
た

い
。

　
本
市
の
水
道
管
の
耐
震
適
合
率
は
。

　
平
成
29
年
度
の
全
国
の
耐
震
適
合
率

は
39
・
３
％
で
あ
る
が
、
本
市
の
耐
震

適
合
率
は
60
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
さ
ら
に
適
合
率
向
上
に
努
め
た
い
。

　「
全
て
の
旅
行
者
が
ス
ト
レ
ス
な
く
、

快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き
る
環
境
整

備
」
と
は
。

　
案
内
サ
イ
ン
の
整
備
、
観
光
案
内
所

に
お
け
る
多
言
語
対
応
、 

Ｗ
ｉ

‒

Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
、
宿
泊
施
設
に
お
け
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
支
援
、
ク
ル
ー
ズ
船

受
入
れ
な
ど
が
あ
る
。

　
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
推
進
事
業

の
基
本
的
な
考
え
方
と
今
後
の
予
定
は
。

　
周
遊
滞
在
型
観
光
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
平
成
31
年
度
か
ら
事
業
化
し
て

取
り
組
む
ソ
フ
ト
事
業
で
、
丸
岡
城
と

三
国
湊
、
あ
わ
ら
市
の
吉
崎
御
坊
を
つ

な
ぐ
歴
史
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
新

し
い
観
光
ル
ー
ト
の
創
出
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。

　
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
検
討
調
査
と

設
立
予
定
は
。

　
越
前
加
賀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業

に
お
い
て
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
の
可

能
性
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
業
で
得
ら
れ
た
知
見
を
本
市

の
観
光
団
体
Ｄ
Ｍ
Ｏ
化
推
進
に
役
立
て

る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
県
内
の
観
光
客
入
込
数
は
本
市
に
あ

る
東
尋
坊
が
県
内
一
で
あ
る
。

　
東
尋
坊
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
で
福
井
県
全
体
の
観
光
客
入
込
数

が
増
加
す
る
と
考
え
、
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
大
胆
な
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
県
を
代
表
す
る
観
光
の
窓
口
と
し

て
、
本
市
に
観
光
客
を
誘
導
し
、
さ
ら

に
東
尋
坊
か
ら
県
内
に
誘
導
す
る
と
い

う
視
点
で
新
た
な
も
の
を
つ
く
る
提
案

も
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
に
東
尋
坊
再
整
備
機
構

を
立
ち
上
げ
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
く
。

佐藤　寛治

三宅小百合

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
訂
は

水
道
事
業
の
方
向
性
は

▲ 東尋坊横丁の風景

▲ 水道管の耐震化工事の状況

新
・
坂
井
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
戦
略

基
本
計
画
（
案
）
は

川端　精治

　
２
０
１
８
年
、
本
市
は
２
０
８
人
の

転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
か
。

　
転
出
者
を
年
齢
別
に
分
析
す
る
と
、

20
歳
か
ら
25
歳
の
世
代
１
７
０
名
が
東

京
都
へ
転
出
し
て
お
り
、
若
者
の
流
出

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
施
策
で
あ
る
奨
学

金
返
還
支
援
事
業
の
今
年
度
成
果
は
。

　
17
名
を
認
定
し
て
お
り
、
定
住
政
策

の
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。

　
こ
の
支
援
事
業
は
、
県
外
大
学
進
学

者
対
象
で
あ
る
が
、
県
内
大
学
を
卒
業

し
県
外
へ
就
職
し
た
若
者
へ
の
支
援
拡

充
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
本
市
は
自
治
体
子
育
て
ラ
ン
キ
ン
グ

が
全
国
10
位
、
中
部
エ
リ
ア
１
位
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世
代
向
け
の
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

　
全
国
有
数
の
住
み
よ
さ
に
加
え
、
子

育
て
の
し
や
す
さ
と
い
う
具
体
的
な

キ
ー
ワ
ー
ド
を
盛
り
込
み
、
市
の
魅
力

発
信
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事
業
に
つ
い
て
、

今
後
の
展
開
は
。

　
品
川
区
と
の
連
携
や
交
流
を
さ
ら
に

深
め
る
目
的
で
、
新
元
号
を
契
機
に
連

携
協
定
の
締
結
を
目
指
し
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域

の
課
題
解
決
と
と
も
に
地
域
の
魅
力
を

活
用
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
は
。

　
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
魅
力
活

用
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

初
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
各
種
団
体
が
連
携

し
、
地
域
住
民
も
主
体
的
に
参
画
で
き

る
体
制
を
模
索
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

坂
井
市
版
地
方
創
生
の
推
進
を

▲ 平成30年度坂井市ＵＩＪターン
　 奨学金返還支援事業

平成30年度　一般会計３月補正予算概要

補正額  11億5,631万円（補正後の額  418億4,608万円）
主 な事業

◆国体推進事業 △ 1億1,037万円
　福井しあわせ元気国体の終了に伴い人件費・事
業費が確定したことによる減額。

　
◆丸岡地区活性化事業 4億7,000万円
　丸岡バスターミナル周辺整備（交流スペース・
賑わい広場）にかかる経費の計上。

　
◆プレミアム付商品券事業 493万円
　消費税増税の影響緩和のためのプレミアム付商
品券販売にかかる経費の計上。

　
◆坂井地域交流センター管理運営事業
 4億900万円
　地域交流センターいねすの増築・改修にかかる
経費の計上。

◆コミュニティセンター施設整備事業
 △ 9,749万円
　コミュニティセンター改修工事費、監理委託料
の契約額確定に伴う減額。

　
◆まちづくり整備基金 5億円
　越前三国競艇企業団の事業収益を基金に積み立
てるための増額。　

　
◆介護給付費支給事業 4,270万円
　障害者福祉サービスの利用者・支給量の増加に
伴う給付費の増額。

　
◆中学校施設整備事業 6,860万円
　市内中学校の特別教室のうち利用頻度が高い教
室へ空調設備を設置するための費用の増額。

■問　■答■問　■答■問　■答■問　■答

■問　■答■問■答

■問■答■問■答■問■答■問

■答

■問■答■問■答■問■答■問

■答■問■答

22一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］23 一般質問・補正予算概要

市議会だより市議会だより
坂井坂井

［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］
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初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く

風
和
ら
ぎ
、
梅
は
・
・
・

（
出
典
・
万
葉
集
）

　
和
や
か
な
中
に
も
凛
と
し
た
響

き
の
あ
る
『
令
和
』。
新
元
号
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
化
か
ら
始

ま
っ
た
和
暦
は
、
現
在
も
日
本
人

の
生
活
に
な
じ
み
続
け
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
に
東
京
五
輪
、
令

和
５
年
に
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
、
令
和
７
年
に
大
阪
万
博
と
、

こ
れ
か
ら
も
違
和
感
な
く
元
号
で

呼
ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

  

令
和
６
年
に
は
紙
幣
も
刷
新
さ

れ
ま
す
。
五
千
円
札
の
肖
像
画
に

津
田
塾
大
学
の
創
設
者
で
あ
る

津
田
梅
子
が
登
場
し
ま
す
。
女
性

の
地
位
向
上
こ
そ
日
本
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
信
じ
て
、
女
性
の
高

等
教
育
に
生
涯
を
捧
げ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
、
女
性
活
躍
推
進

に
も
拍
車
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　
新
し
い
時
代
、
嘉
辰
令
月
（
か

し
ん
れ
い
げ
つ
）
の
意
味
の
ご
と

く
、
よ
き
月
、
よ
き
日
の
多
い
時

代
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

最
後
ま
で
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
前
川
　
徹
）

編 

集 

後 

記

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

広域連合・一部事務組合議会報告
坂井地区広域連合
　坂井市とあわら市で構成。
　介護保険、さかいクリーンセンター、代官山斎苑墓地に関す
る事業を行う。

■平成31年2月：第62回定例会
●平成31年度介護保険特別会計予算　可決
●行政手続き条例の制定について　可決

　他6件を可決、承認

福井県後期高齢者医療広域連合
　県内すべての市町で構成。
　被保険者の資格の管理や保険料の決定、医療の給付などに関
する事務を行う。

■平成30年11月：第2回定例会
●平成29年度一般会計・特別会計歳入歳出決算の認
定について　認定
●平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算　可決

　他5件を可決、同意、承認

嶺北消防組合
　坂井市とあわら市で構成。

■平成30年12月：第4回臨時会
●平成29年度一般会計歳入歳出決算認定について　認定
●平成30年度一般会計補正予算　可決
●一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例について　可決

福井坂井地区広域市町村圏事務組合
　坂井市・福井市・あわら市・永平寺町で構成。
　主に清掃センター、ＹＯＮＥＴＳＵ-ＫＡＮささおかの運営、電
子計算組織（福井市を除く）の共同利用を行う。

■平成30年11月：第173回定例会
●平成29年度一般会計歳入歳出決算の認定について　認定
●平成30年度一般会計補正予算　可決

　他2件を可決、同意

越前三国競艇企業団
　坂井市と越前市で構成。
　競艇事業の運営を行う。

■平成30年12月：第4回臨時会
●平成30年度モーターボート競走事業会計補正予算　可決
●特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の一
部を改正する条例について　可決
●三国競走場整備事業基金条例の一部を改正する条
例について　可決

五領川公共下水道事務組合
　坂井市と永平寺町で構成。
　九頭竜川廃川敷およびその周辺の区域に係る公共下水道の
設置、修繕、その他の管理に関する事務を行う。

■平成30年12月：第104回定例会
●一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について　可決
●平成30年度五領川下水道事業会計補正予算　可決

　３月定例会の報告と意見交換会を行います。議会や市政に対するご意見
をお聞かせください。住所に関係なく、どの会場でも参加できます。

６月４日（火）
午後７時～

６月５日（水）
午後７時～

開催日時 会　　　　場

のうねの郷コミュニティセンター
１階  大ホール
兵庫コミュニティセンター
１階  多目的ホール
三国東部コミュニティセンター
１階  大ホール
雄島小学校
１階  多目的ホール

丸岡町八ヶ郷24-９

鳴鹿コミュニティセンター
１階  会議室 丸岡町金屋5-10-12

坂井町上兵庫44-25-1

三国町西今市16-35

三国町陣ヶ岡16-3

春江東コミュニティセンター
１階  中会議室 春江町中筋28-1-1

次回の議会報告会は…議会を傍聴してみませんか

★６月定例会会期日程（予定）

６月 ７ 日（金） 10時～
　　17日（月）・18日（火） 10時～　本会議（一般質問）
　　20日（木） 10時～
　　21日（金） 10時～
　　24日（月） 10時～
　　28日（金） 10時～

本会議（行政報告・議案説明など）

産業建設常任委員会 

教育民生常任委員会 

総務常任委員会 

本会議（委員長報告・採決など）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。

き

よ

〒
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